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■ 前田家の茶道具と名物裂【前田育徳会尊經閣文庫分館】

■ 金沢ゆかりの茶道具【古美術】

■ 使う美、飾りの美 ～明治の工芸～【近現代工芸】

■ 日本画のてびき ―近代から現代へ―【近現代絵画】

■ 優品選【近現代絵画・彫刻】

 2月の企画展示室

 学芸室の人々

 2月の行事予定

 〔参加者募集！〕バスツアー

 アラカルト　ただいま展示中

横山大観《長江の朝》

　ー「日本画のてびき ―近代から現代へ―」よりー
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BI J U T S U K A N  D AY O RI  N o .460 2

古美術（第2展示室） 

金沢ゆかりの茶道具

1月27日（木）～2月20日（日）　会期中無休

前田育徳会尊經閣文庫分館

前田家の茶道具と名物裂

1月27日（木）～2月20日（日）　会期中無休

近
代
の
数す

寄き

者
の
ひ
と
り
高
橋
箒そ
う

庵あ
ん

の
『
東
都
茶
会
記
』
に

は
、
明
治
末
か
ら
大
正
期
に
各
地
で
見
た
茶
道
具
の
記
録
や

感
想
、
そ
の
土
地
に
関
す
る
文
化
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
て
い

ま
す
。
単
な
る
記
録
と
い
う
よ
り
、
優
れ
た
随
筆
で
す
。
明
治

四
十
五
年
五
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
四
日
に
は
金
沢
に
滞
在

し
、「
終
日
書
画

什
じ
ゅ
う

器き

の
宝
山
に
入
り
浸
り
、
目
の
盆
と
正
月

と
を
一
所
に
併
せ
て
殆
ど
眩げ

ん

暈う
ん

す
る
ば
か
り
に
貪ど

ん

観か
ん

し
た
る

は
、
眼
福
の
百
年
目
と
も
云
う
可
き
か
」
と
記
し
て
い
ま
す
。

金
沢
の
土
地
柄
に
つ
い
て
、
加
賀
藩
前
田
家
の
影
響
も

あ
っ
て
、
士
族
だ
け
で
な
く
一
般
平
民
ま
で
「
余
裕
あ
る
者
は

茶
事
を
嗜
み
、
謡
曲
を
好
み
、
書
画
、
骨
董
を
玩

も
て
あ
そん

で
優
美
嫺か

ん

雅が

悠
容
迫
ら
ざ
る
趣
あ
り
」
と
触
れ
、「
維
新
後
三
都
の
名
品

は
往
々
加
州
人
の
手
に
渡
」
っ
た
と
紹
介
し
ま
す
。

同
二
十
三
日
に
訪
れ
た
の
が
、
山
川
庄
太
郎
宅
で
す
。
奥
座

敷
の
床
の
掛
軸
の
前
に
は
、「
仁
清
雉
の
香
炉
」
が
飾
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
山
川
は
「
天
性
骨
董
好
き
」
で
、
夜
に
な
る
と
茶
釜

の
松
風
を
聞
き
な
が
ら
、
茶
器
を
愛あ

い

玩が
ん

す
る
の
が
常
だ
っ
た

と
い
い
、
案
内
さ
れ
た
蔵
器
陳
列
室
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
香
合

と
茶
碗
、
花
入
、
硯
箱
が
並
ん
で
い
た
と
、
そ
の
感
想
を
述
べ

て
い
ま
す
。

特
に
「
香
合
は
当
家
の
独ど

く

擅せ
ん

場じ
ょ
う」

と
述
べ
、
中
で
も
「
阿お

蘭ら
ん

陀だ

白
雁
の
香
合
」
は
「
高
名
天
下
に
隠
れ
な
き
も
の
に
な
り
」
と

し
、「
雁
に
尤

も
っ
と

も
難
物
な
る
首
の
格
好
優す

ぐ

れ
て
好よ

き
こ
そ
有
り

難
け
れ
」
と
絶
賛
し
ま
す
。

箒
庵
は
成
巽
閣
も
訪
れ
、
松
岡
家
所
蔵
の
名
品
も
鑑
賞
し

ま
す
が
、「
青
井
戸
茶
碗
銘
宝ほ

う

珠じ
ゅ

庵あ
ん

」
は
「
見
る
に
及
ば
ざ
り

し
」
と
残
念
な
気
持
ち
を
吐
露
し
、
金
沢
を
去
る
の
で
し
た
。

前
田
育
徳
会
尊
經
閣
文
庫
分
館
で
は
「
前
田
家
の
茶
道
具

と
名め

い

物ぶ
つ

裂ぎ
れ

」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
三
十
五
点
を
紹
介
し
ま
す
。

今
号
で
は
、
そ
の
う
ち
四
点
を
紹
介
し
ま
す
。

◇
《
葡
萄
図
》
松
花
堂
昭
乗

玉
室
宗
珀

近
衛
信
尹
・
本
阿
弥
光
悦
と
と
も
に
寛
永
の
三
筆
と
称
さ
れ

る
松
花
堂
昭
乗
（
一
五
八
四
～
一
六
三
九
）
が
葡
萄
を
描
き
、
大

徳
寺
一
四
七
世
で
紫し

衣え

事
件
で
も
知
ら
れ
る
玉
室
宗
珀
（
一
五

七
二
～
一
六
四
一
）
が
賛
を
寄
せ
た
一
幅
で
す
。
昭
乗
は
狩
野

山
楽
に
絵
を
学
び
ま
す
が
、本
図
で
は
牧
谿
の
よ
う
な
没も

っ

骨こ
つ

法

を
用
い
て
、
み
ず
み
ず
し
く
葡
萄
を
描
き
ま
し
た
。宗
珀
は
、
大

徳
寺
塔
頭
芳
春
院
の
開
山
と
な
っ
た
人
で
す
。

◇
《
玳
皮
盞
天
目
茶
碗
（
梅
花
天
目
）
》

中
国
の
南
宋
時
代
に
吉
州
窯
で
生
産
さ
れ
た
茶
碗
の
一
種

を
「
玳た

い

皮ひ

盞さ
ん

」
と
い
い
、
鼈べ
っ

甲こ
う

の
よ
う
な
斑
ま
だ
ら

模
様
が
特
徴
で
す
。

鉄
釉
と
灰
釉
の
二
種
掛
け
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
も
の
で
、

そ
の
う
ち
梅
花
の
よ
う
な
模
様
が
十
以
上
施
さ
れ
た
も
の
を

「
梅
花
天
目
」
と
呼
び
ま
す
。

◇
《
名
物　

尼
崎
台
》

尼
崎
に
伝
来
し
た
と
の
由
来
か
ら
こ
の
名
が
つ
い
た
天
目
台

で
す
。朱
漆
で
、台
の
内
側
に
ム
カ
デ
の
よ
う
な
印
が
あ
り
ま
す
。

◇
《
茶
壺

銘

春
の
日
》

や
わ
ら
か
い
釉
の
調
子
か
ら
「
春
の
日
」
と
銘
が
つ
い
て
い

ま
す
。
茶
壺
は
「
葉
茶
壺
」
と
も
称
さ
れ
る
よ
う
に
、
抹
茶
を
つ

く
る
た
め
に
挽
く
前
の
葉
茶
を
た
く
わ
え
ま
し
た
。
十
六
世

紀
末
期
に
茶
壺
の
鑑
賞
が
流
行
し
、
ル
ソ
ン
島
か
ら
大
量
の

壺
が
輸
入
さ
れ
た
こ
こ
と
か
ら
、
以
来
輸
入
茶
壺
は
「
呂る

宋そ
ん

茶

壺
」
と
総
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

本
特
集
で
は
、
そ
の
他
久
し
ぶ
り
の
公
開
と
な
る
清き

よ

水み
ず

裂ぎ
れ

な
ど
珍
し
い
名
物
裂
も
あ
わ
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

《葡萄図》松花堂昭乗　玉室宗珀石川県指定文化財《青井戸茶碗　銘宝樹庵》 《和蘭陀白雁香合》
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近現代絵画（第6展示室）

日本画のてびき 
―近代から現代へ―

1月27日（木）～2月20日（日）　会期中無休

近現代工芸（第5展示室） 

使う美、飾りの美 
～明治の工芸～

1月27日（木）～2月20日（日）　会期中無休

「
日
本
画
と
は
、
な
ん
ぞ
？
」
こ
ん
な
素
朴
な
疑
問
に
お
答

え
す
る
、
特
集
展
示
の
第
二
弾
で
す
。

「
日
本
画
」
と
い
う
語
の
初
出
は
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
明
治
五

年
に
行
っ
た
講
演
『
美
術
真
説
』
で
あ
っ
た
こ
と
は
割
と
知

ら
れ
た
話
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
人
で
あ
っ
た
フ
ェ
ノ
ロ
サ

は
、
当
然
英
語
で
講
演
し
て
お
り
、「
日
本
画
」
は
「Ja

p
a
n
e
se

 

p
a
in

tin
g

」
の
訳
語
で
す
。
明
治
期
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
象

徴
で
も
あ
っ
た
「
日
本
画
」
の
語
源
が
、
実
は
英
語
で
あ
っ
た

こ
と
に
「
日
本
画
」
の
運
命
に
皮
肉
さ
え
感
じ
ま
す
。
今
回
は

フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
『
美
術
真
説
』
で
述
べ
た
、「
洋
画
に
対
す
る
日

本
画
の
優
位
性
」
に
つ
い
て
、
近
代
有
名
作
家
の
実
作
品
を
通

し
て
見
て
み
ま
す
。

ま
た
、
日
本
画
の
大
き
な
特
質
と
し
て
、
そ
の
形
態
に
つ
い

て
取
り
上
げ
ま
す
。
現
代
の
日
本
画
の
多
く
が
、
頑
丈
な
木
製

パ
ネ
ル
に
和
紙
を
張
り
込
み
、
額
装
し
て
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

日
本
の
生
活
様
式
の
近
代
化
や
公
募
展
へ
の
対
応
な
ど
、
必

要
に
迫
ら
れ
て
の
こ
と
で
す
が
、
扱
い
が
な
か
な
か
大
変
で

す
。
展
覧
会
出
品
の
大
作
な
ど
は
、
重
量
も
大
き
さ
も
嵩
張

り
、
制
作
し
た
作
家
本
人
で
も
保
管
場
所
に
困
る
ほ
ど
。
そ
の

点
、
伝
統
的
な
軸
装
や
巻
物
、
屏
風
装
な
ど
は
取
り
回
し
が
楽

で
、
小
さ
く
保
管
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
昔
の
人
の
知
恵

が
、
い
か
に
合
理
的
で
あ
っ
た
か
を
実
感
し
ま
す
。

さ
ら
に
現
代
日
本
画
が
辿
っ
た
昭
和
三
十
年
代
の
抽
象
化

に
つ
い
て
も
、
比
較
展
示
を
通
し
て
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

前
回
は
第
6
展
示
室
の
全
て
を
使
っ
て
、
日
本
画
に
つ
い

て
総
括
的
に
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
テ
ー
マ
を
上
記
の

三
点
に
絞
り
ま
す
。
第
6
展
示
室
の
約
三
分
の
二
を
使
っ
て

の
「
日
本
画
の
て
び
き
」
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

本
特
集
で
は
、「
使
う
美
、
飾
り
の
美
」
と
題
し
て
、
明
治
時

代
に
つ
く
ら
れ
た
工
芸
作
品
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
明
治
時

代
の
工
芸
の
特
徴
の
一
つ
は
、「
超
絶
技
巧
」
と
呼
ば
れ
る
よ

う
な
、
細
密
で
精
巧
な
装
飾
が
施
さ
れ
て
い
る
点
に
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
は
主
に
欧
米
諸
国
へ
の
輸
出
を
目
的
と
し
て
い

る
の
で
、
使
用
は
可
能
で
す
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
室
内

装
飾
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
を
意
識
し
て
制
作
さ
れ
て
い

ま
す
。

九
谷
庄
三
の
《
色
絵
金
彩
花
鳥
文
大
香
炉
》
は
、
香
炉
と
し

て
使
用
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
室
内
装
飾
と
し
て
の
用
途
に

重
き
を
置
い
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
本
作
は
庄
三
の

代
表
作
で
、
蓋
に
は
宝
珠
形
の
摘つ

ま

み
、
そ
の
周
り
を
龍
が
巡
っ

て
い
ま
す
。
身
は
胴
が
大
き
く
張
り
出
し
た
豪
快
な
作
品
で

す
。
色
彩
は
全
体
に
牡
丹
唐
草
文
を
中
心
と
し
た
赤
地
金
襴

手
と
な
っ
て
い
ま
す
。
世
界
に
輸
出
さ
れ
た
「
ジ
ャ
パ
ン
ク
タ

ニ
」
の
代
表
的
な
作
品
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

庄
三
は
江
戸
時
代
後
半
か
ら
明
治
初
年
に
活
躍
し
た
陶
工

で
す
。
器
面
に
窓
枠
を
と
り
、
洋
絵
具
に
よ
る
中
間
色
を
用
い

て
、
花
鳥
・
山
水
・
人
物
な
ど
の
色
絵
を
施
し
、
地
文
様
は
赤
絵

と
金
彩
に
よ
る
「
彩
色
金
襴
技
法
」
を
用
い
た
「
庄
三
風
」
と
呼

ば
れ
る
豪
華
絢
爛
な
作
品
を
つ
く
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
当

時
の
欧
米
の
趣
向
と
合
致
す
る
も
の
で
、
輸
出
陶
磁
器
の
主

流
と
な
る
製
品
と
な
り
ま
し
た
。

本
特
集
で
は
明
治
時
代
に
つ
く
ら
れ
た
陶
芸
・
漆
芸
・
金
工

な
ど
を
展
示
し
ま
す
。
名
工
達
に
よ
る
匠
の
技
術
を
ご
堪
能

く
だ
さ
い
。

九谷庄三《色絵金彩花鳥文大香炉》安嶋雨晶《信濃追分》
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２
月
の
企
画
展
示
室

近現代絵画・彫刻（第3・4展示室）

優品選

1月27日（木）～2月20日（日）　会期中無休

厳
し
い
寒
さ
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
冬
や
春
を
意
識
し
た

テ
ー
マ
等
の
作
品
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

第
3

展
示
室
で
は
冬
の
景
色
や
人
々
を
描
い
た
油
彩
画
を

中
心
に
展
示
し
ま
す
。「
東
雲
」
と
は
、
夜
明
け
や
暁
光
を
受
け

て
彩
ら
れ
る
こ
と
。
田
井
淳
《
東
雲
》
は
、
男
女
が
抱
き
合
う
小

舟
の
浮
か
ぶ
湖
が
暁
の
光
に
照
ら
さ
れ
て
美
し
く
輝
く
様
を
、

青
と
緑
を
基
調
に
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
富
む
色
彩
で
描
い

た
、
幻
想
的
な
作
品
で
す
。
愛
に
あ
ふ
れ
た
本
作
を
見
る
と
、
心

が
温
ま
り
ま
す
。版
画
か
ら
は
、
東
山
魁
夷
の
《
海
山
十
題
》
を

ご
紹
介
し
ま
す
。「
唐
招
提
寺
御
影
堂
障
壁
画
」
は
東
山
魁
夷

の
十
年
も
の
歳
月
を
か
け
て
完
成
さ
せ
た
作
品
で
す
。
展
示

作
品
は
そ
の
中
の
《
山
雲
》《
濤
声
》
の
図
柄
を
も
と
に
、
制
作

さ
れ
た
作
品
で
す
。
日
本
の
理
想
的
な
自
然
と
し
て
の
海
と

山
の
姿
を
と
ら
え
た
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
4

展
示
室
で
は
引
き
続
き
、
子
供
・
若
人
を
テ
ー
マ
と
し

て
展
示
を
し
て
お
り
ま
す
。
今
回
は
追
加
す
る
作
品
か
ら
山

瀬
晋
吾
《
波
乗
り
》
を
紹
介
し
ま
す
。
う
ね
る
波
の
上
に
乗
っ

て
い
る
の
は
、
波
と
た
わ
む
れ
る
少
女
。
波
の
表
現
、
少
女
の

ポ
ー
ズ
と
も
に
斬
新
な
構
成
で
す
。
さ
わ
や
か
な
雰
囲
気
の

中
に
、
す
が
す
が
し
く
清
廉
な
少
年
少
女
を
つ
く
り
続
け
る

作
者
に
お
け
る
、
代
表
作
の
一
つ
で
す
。

第
6

展
示
室
で
は
、
三
分
の
二
を
使
用
し
て
「
日
本
画
の
て

び
き
」
を
開
催
し
て
い
る
関
係
で
、わ
ず
か
で
す
が
「
春
を
待
つ

心
」
を
テ
ー
マ
に
現
代
日
本
画
を
展
示
し
ま
す
。
前
回
の
小
特

集
か
ら
引
き
続
き
で
曲
子
光
男
《
春
雪
》、
そ
の
長
男
の
曲
子

明
良
に
よ
る《
春
を
待
つ
》、そ
し
て
平
桜
和
正《
待
春
の
浜
》の

三
点
が
、春
を
待
ち
わ
び
る
北
国
の
心
情
を
謳
い
あ
げ
ま
す
。

東山魁夷《海山十題》

第7･8･9展示室

第32回

志賀町を描く美術展金沢展

1月27日（木）～1月30日（日）会期中無休

志
賀
町
を
描
く
美
術
展
は
、
志
賀
町
の
四
季
を
通
じ
て
彩

り
を
添
え
る
風
景
・
豊
か
な
自
然
の
恩
恵
を
受
け
て
生
ま
れ

て
き
た
伝
統
文
化
や
慣
習
な
ど
を
キ
ャ
ン
バ
ス
に
描
い
て
い

た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
志
賀
町
を
よ
り
多
く
の
皆
様
に
Ｐ
Ｒ

す
る
目
的
で
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
例
年
、
招
待
作
品
か
ら
一

般
作
品
ま
で
約
一
二
〇
点
の
洋
画
・
日
本
画
・
水
墨
画
・
水
彩

画
な
ど
の
作
品
を
、
富
来
展
と
金
沢
展
の
二
会
場
で
展
示
し

て
お
り
ま
す
。

◆
入
場
無
料

◆
連
絡
先
／
志
賀
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

羽
咋
郡
志
賀
町
高
浜
町
カ
１

－

１

０
７
６
７

－

３
２

－

２
９
７
０
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第8･9展示室

石川独立DO展

2月5日（土）～8日（火）　会期中無休

第7展示室

第45回公募日創展

2月11日（金・祝）～13日（日）　会期中無休

第7展示室

二科会写真部石川支部公募展

2月2日（水）～6日（日）　会期中無休

丹
羽
俊
夫
会
長
が
石
川
県
を
基
盤
と
し
て
創
立
し
、
今
年

四
十
三
回
展
を
迎
え
ま
す
。

理
事
長
三
宅
厚
史
、
副
理
事
長
今
村
文
男
を
は
じ
め
、
県
内

外
か
ら
の
出
品
を
中
心
に
日
本
画
一
〇
〇
点
余
を
展
観
。
ま

た
「
国
際
公
募

新
院
展
」
に
出
品
さ
れ
た
秀
作
も
多
数
展
示

致
し
ま
す
。

◆
主
な
出
品
者

松
尾
功
一
朗
・
伊
藤
夏
子
・
中
村
勝
代
・
大
窪
昭
子
・
牛
丸

美
代
子
・
北
川
真
理
子
・
北
出
朝
之
・
保
科
誠
・
柴
田
輝

枝
・
村
中
博
文
・
南
好
乃

◆
入
場
無
料

◆
連
絡
先
／
丹
羽
俊
夫　

金
沢
市
窪
１

－

２
２
３

一
般
社
団
法
人
二
科
会
写
真
部
石
川
支
部
の
令
和
三
年
度

「
石
川
支
部
公
募
展
」
は
、
日
程
の
関
係
も
あ
り
越
年
し
て
令

和
四
年
二
月
に
開
催
し
ま
す
。

公
募
展
の
写
真
鑑
賞
を
、
よ
り
楽
し
ん
で
戴
き
た
く
ボ

リ
ュ
ウ
ム
ア
ッ
プ
を
は
か
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
第
六
十
八
回
二
科
会
写
真
部
本
展
二
十
六
名
入

選
者
の
内
、
二
十
一
名
の
入
選
作
品
も
楽
し
み
で
す
。
ま
た
、

会
員
、
会
友
作
品
は
、
創
造
的
写
真
表
現
で
、
二
科
会
写
真
部

全
国
前
線
に
、
並
ぶ
作
品
を
展
示
致
し
ま
し
た
。

石
川
の
写
真
文
化
も
デ
ジ
カ
メ
時
代
と
な
り
誰
も
が
手
軽

に
楽
し
め
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
は
、
写
真
表
現
の
新

し
い
可
能
性
を
追
及
し
続
け
て
い
ま
す
。

皆
様
に
、
沢
山
の
ご
高
覧
を
頂
き
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
入
場
無
料

◆
連
絡
先
／
一
般
社
団
法
人
二
科
会
写
真
部
石
川
支
部
・

土
田
貴
夫
方　

0

７
６

－

２
５
１

－

０
７
２
３

第７展示室

令和３年度

金沢大学学校教育学類
美術教育専修卒業制作展
２月17日（木）～20日（日）　会期中無休

絵
画
、
彫
刻
、
デ
ザ
イ
ン
、
美
術
科
教
育
の
各
分
野
の
学
士

課
程
に
よ
る
令
和
三
年
度
卒
業
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
こ
れ

ら
は
、
主
に
教
職
を
目
指
す
学
生
が
、
自
ら
の
学
生
生
活
の
総

決
算
と
し
て
地
道
に
努
力
を
重
ね
、
且
つ
創
造
的
に
研
究
し

制
作
し
て
完
成
さ
せ
た
も
の
で
す
。

未
熟
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
是
非
ご
高
覧
下
さ
い
。
そ
し
て

忌
憚
の
な
い
ご
批
評
、
ご
助
言
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
在

科
生
の
作
品
も
展
示
し
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
高
覧
下
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
入
場
無
料

◆
連
絡
先
／
金
沢
市
角
間
町　

金
沢
大
学

人
間
社
会
学
域
学
校
教
育
学
類　

江
藤
望

電
話
：
０
７
６

－

２
６
４

－

５
５
８
２

石
川
独
立
は
、
昭
和
五
十
四
年
に
県
内
在
住
の
独
立
展
出

品
者
を
中
心
に
Ｄ
Ｏ
展
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。
日
本
的

フ
ォ
ー
ビ
ズ
ム
（
野
獣
派
）
の
流
れ
を
汲
む
独
立
展
は
、
東
京
・

国
立
新
美
術
館
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
年
で
八
十
八

回
を
数
え
ま
す
。
自
由
で
個
性
強
烈
な
作
家
を
輩
出
し
て
い

る
事
で
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

今
回
は
Ｄ
О
展
三
十
回
目
の
節
目
と
し
て
、
近
年
会
員
と

な
っ
た
松
村
・
堀
・
伊
藤
の
三
名
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て

展
示
し
ま
す
。

◆
出
品
予
定
作
家

大
部
雅
子
・
桑
野
幾
子
・
進
地
美
穂
・
田
井
淳
・
南
雲
ま
き
・
堀

一
浩
・
堀
田
正
人

伊
藤
裕
貴
・
岩
永
純
・
乙
部
久
子
・
桜
井
節
子
・
舟
橋
清
・
松
村

裕
之
・
安
野
弘
美

◆
入
場
無
料

◆
連
絡
先
／
堀
一
浩

電
話
：
０
９
０

－

４
３
２
６

－

５
８
４
９
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2
月
の
行
事
予
定

■
土
曜
講
座

13
時
30
分
～
15
時　

美
術
館
講
義
室　

無
料

26
日
（
土
）

「
近
代
版
画
」

普
及
課
長　

深
山　

千
尋

■
映
像
ギ
ャ
ラ
リ
ー

14
時
30
分
～
15
時
30
分　

美
術
館
ホ
ー
ル　

無
料

27
日
（
日
）

「
日
本
美
術
史　

明
治
・
大
正
・
昭
和　

日
本
画
の
伝
統
と
変
革
」（
25
分
）

「
続
・
美
術
の
み
か
た

9　

野
外
彫
刻
の
た
の
し
み

ー
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
ー
ト
を
探
る
ー
」（
23
分
）

※
2
月
19
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
土
曜
講
座
は
、
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

※
日
時
や
定
員
等
を
変
更
、
ま
た
は
中
止
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

最
新
情
報
は
当
館
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

第8展示室

風の会展
－第5回記念展－

2月16日（水）～20日（日）　会期中無休

第9展示室

2022 一陽会 石川支部展展

2月16日（水）～20日（日）　会期中無休

春
の
風
に
フ
ワ
リ
と
浮
か
ぶ
雲
。
タ
ン
ポ
ポ
の
綿
毛
が
フ
ワ
フ

ワ
と
飛
び
、
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
が
ヒ
ラ
ヒ
ラ
と
舞
う
。
夏
の
河
岸
で

は
飛
び
交
う
ホ
タ
ル
の
群
れ
。
頬
を
な
で
る
こ
こ
ち
よ
い
風
等
を

考
え
て
い
る
時
に
、
ふ
う
（
風
）
を
思
い
付
き
、
ま
た
、
全
員
の
気
持

ち
が
一
致
し
ま
し
た
。
自
由
で
新
し
い
発
想
に
よ
る
絵
画
制
作
を

目
的
と
し
て
二
〇
一
六
年
よ
り
石
川
県
在
住
の
作
家
を
は
じ
め
、

金
沢
美
術
工
芸
大
学
の
学
生
も
含
め
た
メ
ン
バ
ー
で
作
品
発
表
の

機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
賛
助
出
品
と
し
て
大
丸
七
代
さ

ん
と
後
出
秀
茂
さ
ん
も
ご
出
品
く
だ
さ
い
ま
す
。

抽
象
、
具
象
を
問
わ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
や
表
現
が
個
性
豊
か

に
現
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
覧
い
た

だ
き
、
ご
指
導
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

◆
入
場
無
料

◆
連
絡
先
／
江
守
マ
リ
子　

金
沢
市
長
町
1

丁
目
３

－

36

電
話
：
０
７
６

－

２
２
１

－

３
５
８
８

辰
村
浩
子

電
話
：
０
９
０

－

３
２
９
７

－

５
３
６
１

今
秋
、
六
本
木
の
国
立
新
美
術
館
で
開
催
さ
れ
る
、
第
六
十

八
回
一
陽
展
に
出
品
予
定
の
支
部
会
員
に
よ
る
、
絵
画
・
彫
刻

作
品
約
三
十
点
を
展
示
い
た
し
ま
す
。

一
陽
会
は
「
清
新
に
し
て
深
奥
な
る
も
の
の
創
造
に
勉
励

し
、
新
時
代
の
美
術
を
推
薦
と
す
る
。
先
鋭
な
る
未
完
成
こ
そ

推
薦
し
、
前
人
未
到
新
分
野
の
確
立
に
努
力
す
る
も
の
で
あ

る
」
こ
の
精
神
を
ふ
ま
え
、
日
々
研
鑽
努
力
し
て
き
た
渾
身
作

を
展
示
い
た
し
ま
す
。
美
術
愛
好
家
の
方
々
に
ご
高
覧
い
た

だ
い
て
、
ご
教
示
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

◆
入
場
無
料

◆
連
絡
先
／
一
陽
会
石
川
支
部
副
支
部
長　

竹
田
明
男　

電
話
：
０
７
６

－

２
４
８

－

５
９
８
９

学芸室の人々

令
和
二
年
四
月
、
コ
ロ
ナ
禍
と
と
も
に
石
川
県
立
美
術
館
で
の
仕
事
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
私
が
思
う
石
川
県
美
の
い
い
と
こ
ろ
は
、
月
一
で
展
示
作
品
が
変
わ

る
こ
と
で
す
。
気
軽
に
遠
く
に
行
け
な
い
今
、
作
品
を
通
し
て
み
な
さ
ん
に
新
鮮
な

驚
き
や
感
動
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
日
々
の
仕
事
に
励
ん
で
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
、
お
い
し
い
チ
ャ
イ
（
ス
パ
イ
ス
の
入
っ
た
ミ
ル
ク
テ
ィ
ー
）
を
探
し

歩
い
て
い
ま
す
。
学
生
時
代
に
行
っ
た
イ
ン
ド
で
飲
ん
で
以
来
、
メ
ニ
ュ
ー
に
あ
る

と
必
ず
頼
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
本
場
イ
ン
ド
の
チ
ャ
イ
は
歯
が
痛
く
な
る
ほ
ど
砂

糖
が
た
っ
ぷ
り
。
で
も
、
そ
の
甘
っ
た
る
さ
が
た
ま
り
ま
せ
ん
。
ア
ジ
ャ
ン
タ
の
古

び
た
露
店
で
、
少
し
よ
ご
れ
た
グ
ラ
ス
で
飲
ん
だ
チ
ャ
イ
。
そ
れ
を
超
え
る
も
の

は
、
ま
だ
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。 鈴

木

彩
可
（
普
及
課

学
芸
員
）
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開催延期となっていたバスツアーですが、満を持して 3

月に実施いたします！

今回も感染症対策を考慮し、定員を通常の半分としまし

た。定員を絞ることで可能となった鋳物製作体験を含む、

友の会バスツアーの新しい試みをお楽しみください。

開 催 日／令和4年3月19日（土）

集合時間／午前8時45分

発　　着／金沢駅西口団体バス乗り場

参加代金／友の会会員　11,000円

会員以外　　12,000円

※いずれも体験料2,500円を含みます。

募集定員／20名

◆見学地

【株式会社　能作】

　 錫製品の製作体験（小皿または箸置き）をします。職

人さんと同等の本格的な方法を体験し、鋳物への理解

を深めてみませんか。

※ 90分間立ちっぱなしの作業となります（力の必要

な作業もあります）。心配な方は事前にお問い合わ

せください。一部見学などの対応が可能です。

【モメンタムファクトリーorii】

　 伝統的な銅製品の着色技術を駆使するモメンタムファ

クトリーorii。実際に作業が行われている工場内で着

色工程を解説と共に見学します。色ががらりと変化す

る様に驚くこと間違いなし！

【井波・八日町通り町並み散策】

 「井波の風」というガイドさんに井波の歴史や伝説につ

いての話を伺い、彫刻の工房が軒を連ねる八日町通り

を散策します（緩い坂道を10～15分程度歩きます）。

運が良ければ木彫りの様子が見られるかもしれません。

【瑞泉寺】

　 お寺の由緒や歴史を解説していただきます。山門や本

堂には随所に井波彫刻が施され、見ごたえ抜群です。

井波彫刻の元祖とされる「獅子の子落とし」も必見です。

◆申込み方法

 以下の内容を記載の上、往復はがきもしくはメールに

てご応募ください。

※ 1 通のはがき・メールで 2 名以上の申込みをされる

場合は、下記内容を人数分ご記載ください。

①往復はがきの場合

往信はがき裏面…「美術館バスツアー希望」と明記

の上、氏名・年齢・性別・郵便番号・住所・電話番

号・会員番号（ある方のみ）、製作体験で希望する

もの（小皿または箸置き）をご記入ください。

返信はがき表面…返信先（ご自身の住所）をご記入

ください。

※ 消えるボールペンは使用しないでください。返信

はがきの裏面には何も記入しないでください。

②メールの場合

件名…美術館バスツアー希望

本文…氏名・年齢・性別・郵便番号・住所・電話番

号・会員番号（ある方のみ）、製作体験で希望する

もの（小皿または箸置き）

※応募者多数の場合は抽選になります。

◆応募先

〒920-0963　金沢市出羽町2-1

石川県立美術館バスツアー係

ishibi@pref.ishikawa.lg.jp

応募締切／令和4年2月9日（水）必着

※ 感染症の状況により、バスツアーの中止、見学地の

変更および減少となる場合があります。あらかじめ

ご理解のほどよろしくお願いいたします。

※ ご自身の体調を考慮の上、お申込みおよびご参加い

ただきますようお願い申し上げます（当日、医療従

事者は同行しません）。

〔参加者募集！〕

令和3年度　友の会第19回バスツアー

体験！富山の工芸～高岡銅器と井波彫刻～

製作体験では箸置き（左）

もしくは小皿（右）を

つくれます

製作体験のようす
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ご利用案内

コレクション展観覧料
一　般　370円（290円）

大学生　290円（230円）

高校生以下　無料
※（　　）内は団体料金

2月7日は第1月曜により

コレクション展示室無料の日

2月の開館時間
午前9：30～午後6：00

カフェ営業時間
午前10：00～午後6：00 年中無休

2月の休館日は

21日（月）～24日（木）

石川県立美術館は電源立地地域対策

交付金を活用して運営しています。

前田育徳会
尊經閣文庫分館

第2展示室

令和4年2月25日（金）

～3月24日（木）

会期中無休
橋本雅邦の襖絵

―曹洞宗第二の本山―

加賀大乗寺の文化財

次回の展覧会

第3・4展示室 第5展示室 第6展示室

優品選

【近現代絵画・彫刻】

優品選

【近現代工芸】

近代版画

【近現代絵画】

室
内
で
椅
子
に
腰
か
け
編
み
物
を
す
る
女

性
を
描
き
ま
す
。
画
面
左
か
ら
温
か
な
日
の

光
が
差
し
込
み
、
ピ
ン
ク
の
セ
ー
タ
ー
、
赤
い

ス
リ
ッ
パ
、
足
元
の
籠
の
中
に
入
れ
ら
れ
た

色
と
り
ど
り
の
毛
糸
玉
、
ソ
フ
ァ
ー
上
の
黄

色
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
に
反
射
す
る
、
光
と

色
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
作
品
で
す
。
暖
色
系
の

色
で
ま
と
め
ら
れ
、
太
く
穏
や
か
な
筆
致
で

描
か
れ
た
本
作
か
ら
は
、
女
性
の
芯
の
強
さ

と
そ
れ
に
向
け
ら
れ
る
温
か
な
愛
情
が
感
じ

ら
れ
ま
す
。
女
性
は
そ
の
相
貌
か
ら
、
中
村
の

妻
・
富
子
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
中
村
は
、
愛
す

る
妻
を
モ
デ
ル
に
し
た
作
品
を
多
く
残
し
ま

し
た
。
赤
い
ル
ー
ジ
ュ
と
マ
ニ
キ
ュ
ア
は
富

子
が
好
ん
で
つ
け
て
い
た
よ
う
で
、《
瀬
戸
内

海
》（
一
九
三
五
年
、
京
都
市
美
術
館
蔵
）
、《
サ

イ
ゴ
ン
の
夢
》（
一
九
四
七
年
、
福
岡
県
立
美

術
館
蔵
）
他
、
多
く
の
作
品
に
描
か
れ
る
富
子

の
口
元
と
手
元
は
赤
く
彩
ら
れ
て
い
ま
す
。

初
期
の
中
村
は
、
強
い
明
暗
対
比
と
沈
ん

だ
色
調
で
重
厚
感
の
あ
る
作
品
を
描
き
ま
し

た
が
、
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
に
東
京
・
小

金
井
に
移
っ
て
か
ら
は
、
本
作
の
よ
う
に
明

る
い
光
と
鮮
や
か
な
色
彩
で
あ
ふ
れ
た
作
品

を
描
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

中
村
研
一
は
、
福
岡
県
に
生
ま
れ
、
上
京
し

て
本
郷
洋
画
研
究
所
で
岡
田
三
郎
助
（
一
八

六
九
〜
一
九
三
九
）
の
指
導
を
受
け
、
東
京
美

術
学
校
西
洋
画
科
で
学
び
ま
し
た
。
六
年
間

滞
仏
し
、
帰
国
後
帝
展
で
特
選
を
受
賞
し
て

以
降
、
官
展
を
中
心
に
活
躍
し
ま
す
。
石
川
を

代
表
す
る
洋
画
家
・
高
光
一
也
（
一
九
〇
七
〜

一
九
八
六
）
の
師
で
あ
り
、
石
川
の
洋
画
壇
に

大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
晩
年
は
、
小
松

の
初
代
徳
田
八
十
吉
窯
で
九
谷
の
絵
付
け
も

行
い
、
陶
磁
作
品
も
残
し
て
い
ま
す
。

à la carte　No.59
アラカルト ただいま展示中

《家居》 いえい 中村研一　なかむらけんいち

縦98.8cm×横79.0cm  明治28年（1895）～昭和42年（1967） 

昭和36年（1961） 第47回光風会展
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